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今回で２０回目を迎える南北離散家族の再会事

業が１０月２０日～２６日、１年８ヶ月ぶりに金

剛山で行われた。今回は１８６組の離散家族が２

回に分かれ、２泊３日の日程で１回２時間、計６

回１２時間の再会であった。 

韓国側から６４３名、北朝鮮側から３２９名の

肉親が金剛山ホテルで不安と喜び、感激の涙を流

しながら、半世紀以上生き別れた肉親と再会した。

それぞれが別れた時の姿を走馬灯のように思い起

こしながら、生きて会えたことの喜びをひしひし

とかみしめ涙を流し、抱

きしめ合う家族の人生模

様がそこにあった。 

 １９５０年６月末に結

婚間もない夫婦が朝鮮戦

争で生き別れ、６５年ぶ

りに再開した。当時１９

歳の新婦イ・スンギュさ

んのお腹には新しい命が

宿っていたが、夫は戻っ

て来ず。夫は死んだもの

と思い女手一つで子どもを育て、毎年夫の法事を

していたという。 

 また今回、最高齢のキム・ナムギュさん（９６

歳）は北に暮らす妹キム・ナンドンさん（８３

歳）と６５年ぶりに再会。妹さんから「本当にナ

ギュン兄さんか」と尋ねられる場面もあり、ナギ

ュンさんがうなずくと、二人は手を固く握り涙を

流した。 

 また２歳の時に別れ、韓国で暮らす娘イ・ジョ

ンスクさん（６８歳）と北朝鮮に暮らすオモニ

（母）リ・フンジョンさん（８８歳）は６６年ぶ

りに再会した。顔を覚えていなくても親子の情は

一瞬で蘇る。しかし、再会の後の別れは無常であ

る。２６日には再び会う約束のできない涙の別れ

をし、また会えることを願いながら、それぞれの

帰路に着いた。 

 離散家族問題は南北の不幸な歴史を象徴してい

る。１９５０年６月２５日に始まった朝鮮戦争で

１０００万人の肉親が南北に引き裂かれた。その

後も南北関係の悪化に伴い自由に往来できない状

況が今なお続いている。 

離散家族問題はわが民族にとって大きな社会問

題である。離散家族の問題は月日が流れれば、流

れるほど新たな問題を生み出している。一番大き

な問題は高齢化である。朝

鮮戦争以来６５年が過ぎ、

今回の家族再会者の年齢も

８０代、９０代と高齢化が

進んでいる。申請者が多く

抽選に漏れた中には、会え

ずに亡くなっていった高齢

者がいることも忘れてはな

らない。また離れ離れにな

った夫婦が南北で新たな家

族をつくる問題もある。南

北の対立は離散家族に様々な問題を生み出してい

る。 

 今、我々に強く求められているのは、今後の離

散家族事業であろう。現在の離散家族再会事業で

は会える人数に制限があり、時間もかかっている。

申請さえすれば、いつでも会える場所を作ること。

家族を捜す南北赤十字社の業務を拡大し、自由な

手紙の往来を可能にすること。南北の両政府は無

条件に離散家族事業を人道的観点で推進していか

なければならない。また同時並行的に南北の和解

と交流を政府レベルで進め、結果を出すことが求

められる。そして、そのような政府を私たちが作

っていくことではないだろうか。（寿） 
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▲涙を流しながら、再会を喜ぶ離散家族 
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８・２５南北合意に至る経過と 
意義などについて活発な討論を行う 

韓統連セミナー 

 ８月の南北高位級接触で合意された８・２５合

意、北朝鮮の人工衛星打ち上げをめぐる情勢など

朝鮮半島情勢について認識を共有するため、韓統

連大阪本部主催で「韓統連セミナー １０・４宣言

８周年 ８・２５南北合意と朝鮮半島情勢の行方」

が１０月４日（日）、東成区民センター（大阪市

東成区）で開かれ、会員をはじめ地域同胞、日本

人が参加した。 

 セミナーでは、金隆司（ｷﾑ･ﾕﾝｻ）韓統連大阪本

部代表委員が開会挨拶を行い「正しい運動を行う

には、正しい情報が必要です。今日のセミナーを

通じて朝鮮半島情勢をめぐる正しい情報と認識を

共有して、運動に役立てていきましよう」と語っ

た。 

▲朝鮮半島情勢について講演する金昌五副代表委員 

続いて「８・２５南北合意と朝鮮半島情勢の行

方」をテーマに、金昌五（ｷﾑ･ﾁｬﾝｵ）韓統連大阪本

部副代表委員が情勢講演を行った。金副代表委員

は、８月４日に発生した非武装地帯での地雷爆発

事故から８月２５日の南北高位級合意に至る経過

を詳細に解説しながら、「８・２５南北合意で最

も重要なのは、▲南側の対北拡声器放送の中止と、

北側の準戦時体制の解除といった軍事的緊張の解

消にとどまらず、▲南北関係を改善するための当

局者会談の開催に合意したこと」と指摘した。 

そして合意発表後、朴槿恵大統領の支持率が上

がった点について「軍事的衝突の回避と南北関係

の改善を願う韓国民の意思の発露」とし、「せっ

かく合意に至った南北関係改善の好機を逃しては

ならない。特に朴槿恵政権に合意事項を誠実に履

行するよう求める運動が重要だ」と主張した。 

情勢講演終了後は活発な質疑討論が行われた後、

韓統連大阪本部の今後の活動が紹介され、金昌秀

（ｷﾑ･ﾁｬﾝｽ）副代表委員が閉会挨拶を行った。その

後、今年還暦を迎えた金昌秀副代表委員に、韓統

連大阪本部からお祝いの花束と韓青大阪本部から

記念品が贈呈され、参加者から温かい拍手が送ら

れる中、韓統連セミナーは終了した。 

 

李承晩独裁政権の本質と 
４・１９革命などについて学ぶ 
韓統連生野支部現代史セミナー② 

 韓統連生野支部主催による「ウリ現代史セミナ

ー２０１５ 第２回 独裁と民主革命の時代」が１

０月１８日（日）、生野支部事務所（大阪市生野

区）で開かれた。 

 セミナーでは金昌秀（ｷﾑ･ﾁｬﾝｽ）韓統連生野支部

代表委員が開会挨拶を通じ、「今回学ぶ現代史と

現在の韓国社会状況はとても似ている。それは政

権基盤の弱い政権が、基盤を強固にするため米国

に追従し、民衆を弾圧していくところにある」と

述べ、「李承晩独裁政権の本質などについて認識

を深めよう」と語った。 

▲4・19 革命の経緯などを報告する金優子宣伝部長 

 次に「独裁と民主革命の時代」をテーマに１９

５３年から１９７２年までの韓国の歴史を、金優

子（ｷﾑ･ｳｼﾞｬ）生野支部宣伝部長が報告した。 

 金宣伝部長は「▲李承晩（ｲ･ｽﾝﾏﾝ）政権は反

共・反北を国是とし、▲米国への政治的・経済的
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従属のもと、自らの政権基盤の強化・延命のため

に不正選挙と進歩勢力への弾圧を行った」と指摘

し、「このような李政権の独裁政治に対する民衆

の怒りが４・１９革命へとつながり、李政権を退

陣させた」」と述べるとともに、「革命後には祖

国の統一を望む学生たちが、北の学生に南北学生

会談を提案して統一の機運も高揚した」と語った。 

 そして、金宣伝部長は「しかし、こうした統一

機運に反感を持った朴正煕（ﾊﾟｸ･ﾁｮﾝﾋ）率いる青

年将校たちが５・１６軍事クーデターを起こして

政権を奪取し、軍事独裁政権を樹立させた」と述

べ、「朴独裁政権は劣悪な労働条件のもと労働者

を低賃金で働かせ、それに抗議して全泰壱氏が焼

身抗議を図り、社会に大きな衝撃を与えた」と解

説した。 

 報告後は質疑応答が行われ、現代史セミナー第

２回は終了した。 

 

映画を通じ、核兵器の恐怖と 

平和の大切さを伝える 
いややねん戦争こどもまつり２０１５ 

 韓統連生野支部が実行委員会に参加している

「いややねん戦争こどもまつり２０１５（主催：

同実行委員会）」が、１０月２４日（土）御幸森

第２公園（大阪市生野区）で開かれた。 

 こどもまつりでは、最初に在日同胞有志による

サムルノリの演奏が発表された後、手品、こども

権利条約クイズが進行され、続いて、子どものど

慢では子どもたちが舞台に上がり、自慢の歌を披

露した。 

 その後、腹話術、エイサー、南京玉すだれが行

われ、子どもたちだけでなく、保護者も共に楽し

んだ。 

 会場では、韓統連生野支部によるフランクフル

トの出店をはじめビール・チヂミ、ミルクせんべ

い、スーパーボールすくいなどの出店が並び、こ

どもまつりの雰囲気を盛り上げた。 

 そして、おやじバンドによる演奏が行われた後、

金昌範（ｷﾑ･ﾁｬﾝﾎﾞﾑ）実行委員長が主催者挨拶を通

じ、平和の大切さを子どもたちに訴えた。 

 毎年こどもまつりでは戦争と平和をテーマにし

た映画が上映されており、今年は広島の原爆被害

をテーマにした「おこり地蔵」が上映され、子ど

もたちに核兵器の恐ろしさと命の尊さを伝え、こ

どもまつり２０１５は終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<次代を担う若者たち－韓青大阪本部 活動紹介－> 
アンニョンハシムニカ、韓青大阪本部の李俊一(ｲ･ﾁｭﾆﾙ)です。 

すっかり涼しくなり、過ごしやすくなりましたが、皆さんお元気 

でしょうか？ 

９月～１０月は、韓青はちょうど上半期と下半期の中間地点でし 

て、上半期の総括と下半期の方針を論議する時期です。ですからこ 

の間は会議づけです。常任委員は全員、韓青大阪本部の運動組織を 

どうやって発展させていくべきか積極的に意見を出し合いました。 

 そのうえで下半期の方針を合意しました。全国的に大きな取り組  ▲久々に盟員と一緒に交流会 

みとしては来年１月に、大阪で在日同胞青年に向けた講演会「青年フォーラム」を開催し、３月には

冬期講習会を開催します。特に青年フォーラムは全国主催の行事を大阪で開催するとあって、大阪か

ら多くの同胞青年を連れて行きたいと思います。 

 また韓青大阪単位では来年の２月に布施支部、４月に生野北支部の定期大会を開催しようと準備を

進めています。いずれの支部も日本有数の同胞密集地にあり、全国的にも重要な役割を担っていま

す。定期大会を成功させることで韓青大阪本部の組織をより一層発展させていく決意です。また正式

に決定次第お知らせいたしますので、その際にはご協力、ご参加のほど、チャル プタッカゲスムニ

ダ（よろしくお願いします）。 
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大阪における朝鮮学校「高校無償化」、補助金不交付に関する裁判について 
朝鮮高級学校無償化を求める連絡会・大阪 大村和子 

高校無償化法は、公立高校の授業料の不徴収、

私立高校をはじめ専修学校や各種学校に位置付け

られている外国人学校への適用も定めた画期的な

法律であり、無償化制度は２０１０年４月１１日

から実施された。 

専修学校や外国人学校は「就学支援金」の支給

対象校として指定されるには、制度的に「高等学

校の課程に類する課程」を備えていることが基準

とされていた。全国に１０校ある朝鮮高校はその

基準を十分に備えていたが、２０１２年１２月末

下村文科大臣（当時）が朝鮮学

校に対する指定を行わない方針

を発表した。 

このため２０１３年１月、大

阪朝鮮学園は指定の「義務付

け」を求めて国を提訴した。同

年２月、文科省は朝鮮学校が指

定申請をする根拠となる条例を

削除した改悪省令を発表し、朝

鮮学校に対して不指定の通知を

した。原告は訴えに「不指定処

分の取り消し」を追加した。 

大阪府は全国的に見て早くから朝鮮学校への補

助金交付が行われてきた地域である。ところが橋

下知事（当時）が、公立学校の１０分の１にも満

たない額の補助金を問題視し、２０１０年３月、

大阪朝鮮学園に対して補助金交付の条件を突きつ

け、学園は苦渋の選択としてこの条件を受け入れ

た。だが、大阪府は「２０１２年２月に北朝鮮で行

われた迎春公演に朝鮮学校の生徒が参加し、これが

学校行事としての参加ではないことが証明されな

い」という理由で、補助金を完全に不支給と決定し

た。「無償化」からの除外と補助金不交付は連動

した動きであった。 

 大阪朝鮮学園は２０１２年９月「無償化裁判」

に先行して、補助金復活を求めて大阪府と大阪市

を提訴した。大阪朝鮮学園が原告となっている

「無償化裁判」と「補助金裁判」の２つの裁判は、

それぞれ１３回、１５回の口頭弁論を経て大詰め

を迎えている。 

被告の国と大阪府に共通する発想が、朝鮮学校

が学校教育法の「１条校」になれば問題が解決す

るという主張に表れている。原告側は「１条校」

とは学習指導要領、検定済教科書、日本の教員免

許に規定されている学校で「日本国民」を育成す

ることが目的であるのに対して、外国人学校とは、

外国人がアイデンティティを育む教育を行う場所

であり、朝鮮学校に「１条校」になることを要件

とするのは誤りであり、同化主義、民族教育への

抑圧であると指摘した。 

 また大阪府下の朝鮮学校全１

０校の保護者を対象としたアン

ケート調査の結果を分析した学

者の鑑定意見書には、保護者が

国籍、就学経歴など属性が多様

化し、無償化制度からの除外や

補助金不交付という、さらなる

経済的負担を強いられている

状況にあっても朝鮮学校を選

択している理由は「朝鮮人と

してのアイデンティティを育む教育実践に対する

高評価による」と説明されている。原告側は、い

ずれの裁判においても行政による措置が政治的意

図による差別的な処分であり、違法であることを

指摘にしてきた。しかし、国も大阪府も原告の主

張に対して正面から対決せず、まともな反論がで

きていない。 

これまでに学者による鑑定意見書など多くの証

拠が提出され、証人申請もなされている。また全

国各地で朝鮮学校の生徒や卒業生たちが原告とな

り、国賠訴訟を闘っており、弁護団、支援者たち

も連携をとって闘いを組んでいる。これら一連の

裁判闘争は単に補助金の再開、「無償化」適用を

勝ち取ることだけにとどまらず、朝鮮人が民族教

育権を取り返し、日本が植民地支配の清算を始め

る契機となるだろう。１１月２２日（水）には、

２つの裁判の勝利に向けて支援集会が開かれます。

ご参加、ご支援をお願いいたします。 

 １１月１２日（水）「朝鮮学校を守るための裁判支援集会・大阪」の開催が予定され、裁判闘争も大

詰めを迎えています。今回、朝鮮高級学校無償化を求める連絡会・大阪の大村和子さんに、この間の裁

判闘争の経過と意義について書いて頂きましたので紹介します。 

▲デモを通じ高校無償化適用などを訴える 
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◆◆コラム◆◆        極低教科書 

 ３・１独立運動を弾圧したのは決して日本人ばかりではない。親日派と言われる連中は誰一人この

運動に参加していない。そればかりか、この民族独立という歴史のうねりの前で刀を抜き、同族を締

め上げる役割を果たしたのである。 

 イ・ワニョン、パク・ヨンヒョ、ソン・ビョンジュン・・・。独立万歳を叫んだ者は誰一人いな

い。「韓日併合記念、朝鮮貴族日本観光団の記念写真」には、このような連中たちがしっかりと記録

されている。その中の一人、チャン・ソクチュという男は誰よりも先に独立運動を武力で鎮圧すべき

と主張し、ヒョン・ヨンソプという男は「朝鮮人の進むべき道」という教科書を作り、その中で「内

鮮一体のためには朝鮮語を完全に無くさなければならない」と日本語で本を出したのである。 

  胸くそが悪くなった方もいらっしゃるでしょうが、もう少し親日派の迷語録をお聞き下さい。 

 パン・ウンモ（男）    大日本帝国臣民として天皇陛下に忠誠 

 キム・ソンス（男）    学徒よ！戦線へ出ろ！ 

 キム・ファルラン（女）    美しい笑みで、子や夫を戦争へ送ろう！ 

 お待たせしました。歴代韓国大統領、親日派の両巨頭をご紹介しましょう。 

  上海臨時政府の金を横領し、ありとあらゆる不正を働いたこの方、現在韓国において“国父”と崇

められている李承晩（ｲ･ｽﾝﾏﾝ）博士の登場です。 

 「韓日併合後、わずか３年足らずで古い因習が支配する愚かな国から、活発で賑やかな産業経済の

中心に変貌した」。 

最後の一人、軍事独裁といえばこの方、現在の朴槿恵大統領のお父様であられる高木正雄（朴正

煕）様の誤発言をお送りします。 

 高木正雄（朴正煕）「日本人として恥ずかしくない、精神と気迫で一死奉公！」 

     （おまけですが、自分で指を切った血で書いてはります。痛いで～）。 

どうですか？皆さん、高木正雄将校の御令嬢であられる朴槿恵韓国大統領が、なぜ国定歴史教科書

をがむしゃらに作ろうとしているのか、お解りになったでしょうか？           （景） 

韓国第２０代国会議員選挙の投票に向けた在外選挙人登録を行いましょう 

韓国の第２０代国会議員選挙（２０１６年４月１３日投開票）に向けた、 

在外選挙人の登録申請が１１月１５日から始まります。 

期限は２０１６年２月１３日までの９０日間。登録対象者は投票翌日の 

２０１６年４月１４日時点で１９歳以上となる韓国籍保有の在日韓国人で、 

在外投票は２０１６年３月３０日～４月４日の６日間です。 

在外選挙人登録で必要な提出書類は▲在外選挙人登録申請書、▲パスポ 

ート写本、▲日本政府が発行した国籍確認に必要な書類（特別永住者証明 

書、在留カード、ビザ、住民票のいずれか一つ）写本となっており、必要書類の提出と投票の際には、

パスポート原本と日本政府が発行した国籍確認に必要な書類原本をともに提示しなければなりません。 

申請は公館への直接訪問の他、郵送や電子メール、書類も少なく手軽なインターネット申請がありま

す。詳細は在外選挙ホームページ ok.nec.go.kr、インターネット申請は ova.nec.go.kr をご覧くださ

い。 
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◆ブックレット紹介◆ 

「民主主義をあきらめない」 
岩波ブックレットＮｏ９３７ 

５２０円＋税 
 安倍政権によって安保関連法が参議院で強行採

決されて１ヶ月以上が経過しました。採決される

前に比べると各種マスコミは、この

問題が全て終わったかのように報道

しなくなりました。しかし、法の廃

棄を求める運動は各地で継続されて

おり、またそうでなければならない

と思います。 

今回、私が紹介する岩波ブックレ

ットは今年５月「鎌倉・９条の会」

主催の「憲法のつどい２０１５鎌

倉」での講演を収録した「民主主義

をあきらめない」です。講演者は同

志社大学大学院教授の浜矩子さん、

国際地政学研究所理事長の柳澤協二

さん、経済評論家の内橋克人さんの３名で経済学

者、元政府高官からみた安倍政権、集団的自衛権

の危険性、民意が反映されない民主主義の問題に

ついて講演しています。 

私がお気に入りなのは、浜矩子さんが平和憲法

をテーマにした講演録です。よく知られています

が、浜さんは安倍政権の経済政策「アベノミク

ス」を「アホノミクス」と表現し批判しています

が、講演の冒頭でも痛烈に批判して

います。 

そして、日本の平和憲法を守るた

めに、私たちが持たなければならな

い大切な３つの道具として、▲人の

言うことをきちんと傾聴する「耳」、

▲人の痛みを自分の痛みとして受け

止め、悲しみを思って思わず涙する

「目」、▲窮地に陥っている人たち

を救うために差し伸べる「手」と語

り、逆に安倍政権が最も持っていな

いのがこの３つとも指摘しています。 

最後の内橋克人さんの講演では、

内橋さんが心に残った言葉を紹介しているのです

が、これも印象的でした。その言葉は「花を引き

抜くことはできても、春の到来は止められない」。

言葉の意味はブックレットに書いてあります。ぜ

ひ読んで下さい。（ソン） 

 

 

◆◆行事案内◆◆ 
韓統連生野支部 ウリ現代史セミナー 

第３回「抑圧と闘争の中から-民衆運動の模索と成長」 

第４回「統一運動への質的転換と６・１５時代の到来」 

日時：第３回 １１月 ８日（日）午前１１時～ 

第４回 １１月２９日（日）午前１１時～ 

場所：韓統連生野支部 

（地下鉄北巽駅下車、徒歩７分） 

参加費：会員３００円 一般５００円 

教科書代：５００円 

連絡先：０９０－４４９５－３８６３（金） 

２０１５年 韓統連大阪本部 送年のつどい 

日時：１２月１３日（日）午後５時    受付 

午後５時３０分 開会 

場所：ぱだん（つるはし交流ひろば） 

（ＪＲ・地下鉄“鶴橋”駅下車徒歩１０分） 

大阪市生野区鶴橋２－１５－２８ 

内容：パワーポイントによる 

   ２０１５年の情勢・活動を振り返る 他 

会費：２千円（お酒を飲まない方は１５００円） 

主催：韓統連大阪本部 ＴＥＬ06-6711-6377  

 

 

 

編集後記 

皆さんは「ブラック企業大賞」という賞を知っていますが？ 今年で第４回を迎え、すでに今年のノミネート６

社も発表され、１１月２９日が授賞式です。ちなみに昨年の大賞は大手家電量販店でした。詳しくはホームページ

で｢ブラック企業大賞｣と検索してください。今年はどの企業が大賞でしようか？ちょっと注目。   （ソン） 


